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序
　
　
説

海
は
元
来
、
文
化
の
交
流
を
阻
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
れ
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
い

つ
の
世
で
も
海
を
支
配
し
た
臨
海
都
市
や
国
家
は
多
彩
な
文
化
の
刺
激
を
受
け
、
そ
の
恵
沢
に
浴
し
、
経
済
的
に

も
豊
か
で
文
化
的
に
は
進
歩
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
確
か
に
海
は
、
嶮
阻
な
山
々
や
果
て
し
な
い
砂
漠
に
較
べ
て
、

よ
り
速
く
よ
り
容
易
に
文
化
や
物
資
の
交
流
を
促
す
機
能
を
も
っ
て
お
る
。

し
か
し
海
、
は
い
つ
も
油
を
流
し
た
よ
う
に
平
和
で
柔
順
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
風
浪
が
荒
れ
狂
う
日
も
あ

れ
ば
、
濃
霧
に
閉
ざ
さ
れ
寸
尺
を
も
弁
じ
得
ぬ
夜
も
あ
る
。
単
に
海
上
の
輸
送
が
阻
ま
れ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
目

を
蔽
う
海
難
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
本
土
と
四
国
は
文
字
通
り
指
呼
の
間
に
あ
り
、
船
便
と
り
わ

五
、
本
四
連
絡
橋
問
題
の
回
顧
と
展
望
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け
フ
ェ
リ
ー
の
発
達
に
よ
り
、
相
互
の
交
流
は
深
ま
り
、
両
経
済
の
同
質
化
は
加
速
し
て
き
た
。
と
は
い
え
両
者

は
依
然
内
海
を
隔
て
て
お
る
事
実
に
は
変
化
が
な
い
の
で
あ
る
。
内
海
で
最
も
短
く
且
つ
交
通
量
が
最
も
多
い
宇

野
、
高
松
を
結
ぶ
連
絡
船
が
、
濃
霧
の
た
め
に
坐
礁
し
、
一
瞬
に
し
て
一
六
八
人
も
の
生
霊
が
奪
わ
れ
た
の
は
、

昭
和
三
十
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
惨
禍
は
今
尚
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
新
た
な
も
の
が
あ
る
。

さ
れ
ば
本
四
の
架
橋
は
多
く
の
人
の
か
ね
て
か
ら
の
願
望
で
あ
り
憧
れ
で
あ
っ
た
。
讃
岐
の
生
ん
だ
明
治
の
先

覚
者
大
久
保
甚
之
烝
先
生
は
、
八
十
年
も
前
に
、
夙
に
こ
の
綿
々
た
る
願
望
を
そ
の
手
記
に
綴
っ
て
お
ら
れ
る
程

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
多
く
の
人
々
の
願
望
は
、
永
き
に
わ
た
っ
て
見
果
て
ぬ
「
夢
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実

現
す
る
に
足
る
技
術
力
と
工
事
力
、
更
に
は
そ
れ
を
支
え
る
経
済
力
と
財
政
力
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
九
三
七
年
、
一
、
二
八
○
米
の
ス
パ
ン
を
も
つ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
金
門
橋
の
竣
工
に
次
い
で
、

一
九
五
七
年
に
は
米
国
の
マ
ッ
キ
ナ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
イ
ト
橋
（
ス
パ
ン
一
、
一
五
八
米
）、
一
九
六
四
年
に
は
英

国
の
フ
ォ
ー
ス
・
ロ
ー
ド
橋
（
ス
パ
ン
一
、
○
〇
六
米
）
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ヴ
ェ
ラ
ザ
ノ
・
ナ
ロ
ー
ス
橋
（
ス

パ
ン
一
、
二
九
八
米
）
が
、
一
九
六
六
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
サ
ラ
ザ
ー
ル
橋
（
ス
パ
ン
一
、
〇
一
三
米
）
と
英

国
の
セ
バ
ー
ン
橋
（
ス
パ
ン
九
八
八
米
）
が
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
た
。

か
く
て
長
大
橋
の
架
設
技
術
は
、
こ
の
種
の
経
験
を
通
し
て
長
足
の
進
歩
を
と
げ
、
土
木
技
術
界
に
大
き
い
自
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信
を
も
た
ら
し
た
。
か
く
て
夢
の
か
け
橋
と
い
わ
れ
た
本
四
連
絡
橋
の
問
題
も
、
漸
く
現
実
性
を
も
っ
た
も
の
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
土
木
技
術
界
が
、
こ
の
種
の
先
行
的
な
経
験
に
無
関
心
で
あ
り
得
る
筈
は
な
か

っ
た
。
日
本
の
技
術
頭
脳
が
遠
か
ら
ず
問
題
の
本
四
連
絡
橋
の
架
設
に
挑
戦
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
広
く
期
待

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
既
に
日
本
の
土
木
技
術
は
、
国
際
入
札
で
破
れ
た
と
は
い
え
、
黒
海
の
入
口
を
ま
た
ぐ
ボ
ス

ポ
ラ
ス
長
大
橋
に
挑
む
程
の
実
力
を
蓄
え
て
お
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
本
四
連
絡
橋
の
本
格
的
調
査
が
、
政
府
に
よ
っ
て
手
が
染
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和

三
十
四
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
日
本
国
有
鉄
道
は
既
に
昭
和
三
十
年
か
ら
鉄
道
併
用
橋
に
つ
き
調
査
を
始

め
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
は
こ
れ
を
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
移
管
し
て
引
続
き
調
査
を
進
め
た
。
こ
れ
に
要
し
た

政
府
の
調
査
費
は
昭
和
四
十
四
年
度
ま
で
に
六
十
億
二
千
八
百
万
円
に
上
が
っ
て
お
る
。

2

技
術
上
の
問
題
点

昭
和
三
十
六
年
秋
、
建
設
省
と
日
本
鉄
道
建
設
公
団
は
共
同
し
て
土
木
学
会
に
、
本
四
連
絡
橋
の
技
術
的
検
討

を
委
託
し
た
。
翌
三
十
七
年
一
月
、
同
学
会
は
「
本
州
四
国
連
絡
橋
技
術
調
査
委
員
会
」（
委
員
長
、
青
木
楠
男

早
大
名
誉
教
授
）
を
設
置
し
、
次
の
専
門
部
会
と
小
委
員
会
を
設
け
て
本
格
的
な
検
討
を
始
め
た
。
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基
礎
に
関
す
る
専
門
部
会
　
　
　
　
（
部
会
長
　
沼
田
国
士
館
大
教
授
）

上
部
構
造
に
関
す
る
専
門
部
会
　
　
（

〃
　
　
青
木
早
大
名
誉
教
授
）

耐
風
設
計
小
委
員
会
　
　
　
　
　
　
（
委
員
長
　
平
井
東
大
教
授
）

耐
震
設
計
小
委
員
会
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
岡
本
東
大
教
授
）

こ
の
調
査
委
員
会
は
、
五
年
有
余
に
わ
た
り
、
延
三
三
五
回
に
達
す
る
検
討
を
重
ね
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
、

中
間
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
、
五
〇
〇
米
級
吊
橋
の
上
部
構
造
の
建
設
は
技
術
的
に
可
能
で
あ
ろ

う
が
、
大
型
海
中
基
礎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
検
討
に
よ
り
、
技
術
的
に
可
能
な
方
法
を
見
出
し
得

る
も
の
と
考
え
る
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
い
ま
い
な
報
告
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
調
査
会
に
お
い
て

は
、
耐
震
構
造
を
巡
る
意
見
の
調
整
等
に
随
分
手
間
ど
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
同
年
五
月
十
九
日
に
最
終
報
告

を
脱
稿
し
、
そ
の
要
旨
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

A
ル
ー
ト
（
神
戸
―
鳴
門
ル
ー
ト
）

こ
の
ル
ー
ト
の
架
橋
計
画
は
、
設
計
施
行
の
諸
条
件
が
、
世
界
に
も
実
施
例
の
な
い
極
め
て
厳
し
い
も
の

で
、
中
央
支
間
長
が
一
、
五
〇
〇
米
の
吊
橋
、
水
深
四
〇
〜
五
〇
米
、
潮
流
毎
秒
四
米
に
お
け
る
根
入
れ
三

五
米
の
多
柱
基
礎
、
根
入
れ
四
〇
〜
五
五
米
の
脚
付
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
等
に
、
多
く
の
技
術
的
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
次
の
事
項
に
つ
き
、
十
分
な
調
査
検
討
を
必
要
と
す
る
。
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(1)

詳
細
な
地
質
調
査
、
特
に
巨
大
な
基
礎
に
対
す
る
基
礎
地
盤
の
工
学
的
諸
性
質
の
把
握

(2)

耐
震
設
計
法
の
合
理
化
及
び
施
工
時
を
含
め
た
耐
風
安
定
性
の
確
認

(3)

水
深
四
〇
〜
五
〇
米
及
び
潮
流
毎
秒
四
米
に
お
け
る
根
入
れ
三
五
米
の
多
柱
基
礎
、
或
い
は
根
入
れ
四
〇

〜
五
五
米
の
脚
付
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
を
含
め
基
礎
施
工
の
裏
付
け
の
た
め
の
大
規
模
実
験

(4)

中
央
支
間
長
一
、
五
〇
〇
米
級
の
吊
橋
に
対
す
る
耐
風
性
の
優
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
及
び
補
剛
ト
ラ
ス
の
架
設

工
法
の
裏
付
け
実
験

(5)

海
上
作
業
に
つ
い
て
の
実
験
的
裏
付
け
調
査

(6)

(3)
及
び
(4)
に
関
連
す
る
施
行
機
械
の
開
発
と
実
験

(7)

工
事
中
及
び
完
成
後
の
船
舶
航
行
対
策
及
び
安
全
施
設
の
研
究
と
実
験

B
ル
ー
ト
（
宇
野
〜
高
松
ル
ー
ト
）（
略
）

C
ル
ー
ト
（
日
比
〜
高
松
ル
ー
ト
）（
略
）

D
ル
ー
ト
（
児
島
〜
坂
出
ル
ー
ト
）

こ
の
ル
ー
ト
の
吊
橋
の
最
大
支
間
長
は
、
一
、
一
一
〇
米
で
水
深
三
五
米
、
根
入
れ
一
〇
〜
一
五
米
の
基
礎

が
条
件
的
に
厳
し
い
場
合
で
あ
っ
て
、
技
術
的
問
題
は
少
な
い
。
し
か
し
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事

項
に
留
意
し
て
十
分
な
調
査
と
慎
重
な
準
備
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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(1)

耐
震
設
計
法
の
合
理
化
及
び
施
工
時
を

含
め
た
耐
風
安
定
性
の
確
認

(2)

中
央
支
間
長
一
、
〇
〇
〇
米
級
の
吊
橋

に
対
す
る
耐
風
性
の
優
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
及

び
補
剛
ト
ラ
ス
の
架
設
工
法
の
裏
付
け
実

験
(3)

海
上
作
業
に
つ
い
て
の
実
験
的
裏
付
け

調
査

(4)

工
事
中
の
船
舶
航
行
対
策
及
び
安
全
施

設
の
調
査
研
究

E
ル
ー
ト
（
尾
道
―
今
治
ル
ー
ト
）（
略
）

こ
の
技
術
調
査
の
結
果
は
、
若
干
の
注
文
が

つ
い
て
は
い
る
が
、
疑
も
な
く
本
架
橋
の
技
術

的
可
能
性
に
対
し
肯
定
的
な
自
信
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
発
表
は
、
従
っ
て
、
本
四
連

本四連絡橋問題の回顧と展望

1. 橋梁規模は、本州四国汀線間距離のうち島しょ部を除いた海上部延長に
より示す。
2. 最も深い基礎工は、同程度の深さの場合、水深の大きい方の基礎工をとった。
3. Dルートにおいて、航路幅員との調整が可能であれば,最大支間長は870mの
計画となる。

A 道 路 橋 6.6 1,514 4 50 35 85
併 用 橋 〃 1,515 4 50 43 93

D 道 路 橋 6.1 1,111 2 35 10 45
併 用 橋 〃 1,113 2 35 15 50

E 道 路 橋 9.0 1,010 3 15 5 20

附 4.2 1,298 6 46 52

〃 金 門 橋 2.7 1,280 3 20 11 31
〃 サラザール 3.2 1,013 3 27 52 79

ルート 道路橋・
併用橋の別

橋梁
規模

最　大
支間長 潮　流 水深① 根入れ② ①＋②

最 も 深 い 基 礎 工

ヴエラザノ･
ナロース

km m m/sec m m m



絡
橋
の
実
現
に
決
定
的
な
エ
ポ
ッ
ク
を
画
し
、
本
問
題
に
現
実
性
と
具
体
性
を
加
え
、
そ
の
推
進
に
一
層
の
熱
気

を
喚
起
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
因
に
本
四
連
絡
橋
の
主
要
諸
元
を
表
示
す
れ
ば
前
頁
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

3

工
費
と
工
期
の
概
算

次
い
で
政
府
は
昭
和
四
十
三
年
二
月
二
十
七
日
、
本
四
連
絡
橋
の
工
費
と
工
期
を
発
表
し
た
。
勿
論
こ
れ
は
概

算
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
配
慮
の
下
に
積
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

1．

四
車
線
と
す
る
。
但
し
現
在
一
般
道
路
橋
の
な
い
海
峡
部
は
六
車
線
と
す
る
。

2．

本
州
側
の
起
点
は
国
鉄
二
号
バ
イ
パ
ス
、
四
国
側
の
そ
れ
は
四
国
縦
貫
ま
た
は
横
断
自
動
車
道
の
取
付
ま

で
と
す
る
。

3．

施
行
計
画
は
、
各
施
行
箇
所
ご
と
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
、
最
も
安
全
性
と
確
実
性
あ
り
と
判
断
さ
れ
る

施
工
法
に
よ
る
。
即
ち
、

イ．

最
少
限
度
の
作
業
基
地
、
補
助
港
、
荷
揚
場
等
は
、
予
め
準
備
し
て
施
行
業
者
に
貸
与
す
る
。

ロ．

特
殊
な
作
業
用
船
舶
や
機
械
類
は
施
行
者
に
貸
与
す
る
が
、
で
き
る
だ
け
転
流
用
を
は
か
る
。

4．

作
業
種
別
ご
と
の
稼
働
率
は
、
昭
和
三
十
九
年
以
来
の
気
象
海
象
の
観
測
結
果
を
基
と
し
、
国
内
外
の
海
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上
工
事
や
大
規
模
工
事
を
参
考
と
し
て
計
算
す
る
。

5．

基
礎
工
事
は
航
行
水
路
を
は
さ
ん
で
交
互
に
施
行
す
る
と
共
に
、
工
事
中
及
び
竣
工
後
の
航
行
安
全
を
保

証
す
る
措
置
を
講
ず
る
。

6．

基
礎
工
事
の
支
持
枠
そ
の
他
特
殊
な
工
事
は
、
台
風
期
を
さ
け
る
と
共
に
、
熟
練
作
業
員
の
集
団
的
施
行

に
よ
る
。

7．

土
木
学
会
の
報
告
で
指
摘
さ
れ
た
大
規
模
実
験
、
そ
の
他
問
題
点
の
解
明
及
び
実
施
に
要
す
る
期
間
と
費

用
を
合
算
す
る
。

8．

人
件
費
や
諸
物
価
は
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
現
在
の
も
の
と
す
る
。

以
上
は
道
路
橋
の
部
分
の
積
算
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
積
算
結
果
は
、
次
頁
の
事
業
総
括
表
に
集
約
さ
れ
て

お
る
。
鉄
道
併
用
橋
の
積
算
の
基
礎
は
道
路
橋
の
場
合
と
概
ね
同
様
で
あ
る
が
、
取
付
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
既
存
の

山
陽
本
線
、
鳴
門
線
、
予
讃
本
線
と
し
、
明
石
・
鳴
門
及
び
下
津
井
・
坂
出
間
の
海
峡
部
に
お
い
て
橋
梁
が
併
用

さ
れ
る
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
積
算
結
果
は
、
二
四
九
頁
の
併
用
橋
ル
ー
ト
別
事
業
総
括
表
に
示
さ
れ

て
お
る
。

本四連絡橋問題の回顧と展望



旦 暮 芥 考／説苑（本四架橋）

項目

事　業　総　括　表 （金額の単位は百万円）

（１）海　峡　部
イ）工　事　費 151,326 121,278 139,138
上 部 工 費 7,105ｍ 52,558 8,708ｍ 47,441 11,421ｍ 63,305
吊　　　橋 7,005〃 52,404 4,918〃 34,693 8,235〃 53,122
そ　の　他 100〃 154 3,790〃 12,748 3,186〃 10,183
下 部 工 費 17基 97,668 61基 72,847 68基 74,393
吊　　　橋 15〃 97,548 11〃 52,558 23〃 59,103
そ　の　他 2〃 120 50〃 20,289 45〃 15,290
維持施設費 1,100 990 1,440

ロ）付帯工事費 1,460 950 1,400
ハ）用地補償費 2,300 850 930
ニ）間 接 費 7,754 6,154 7,073
ホ）実施調査費 8,400 4,900 4,500

建　設　費 171,240 134,132 153,041
ヘ）予 備 費 17,124 13,413 15,304

事　業　費 188,364 147,545 168,345

（２）陸　上　部
イ）工　事　費 80.2km 43,504 31.9km 25,786 69.5km 36,178
本 州 側 2.9〃 3,160 21.1〃 7,599 3.3〃 5,224
島 し ょ 部 65.1〃 30,621 1.1〃 1,326 37.6〃 20,988
四 国 側 12.2〃 9,723 9.7〃 16,861 28.6〃 9,966

ロ）付帯工事費 427 68 102
ハ）用地補償費 9,483 4,145 9,742
ニ）間 接 費 4,540 2,550 3,912

建　設　費 57,954 32,549 49,934
ホ）予 備 費 5,795 3,255 4,993

事　業　費 63,749 35,804 54,927

（３）合 計 建 設 費 229,194 166,681 202,975
事 業 費 252,113 183,349 223,272

調査～準備～現場＝ 3～2～9＝14年 2.5～2～6.5＝11年 2～1.5～6.5＝10年
工期

鋼　　材　　量 381,600ｔ 310,600ｔ 358,500ｔ
海峡部　上 部 183,400〃 169,600〃 225,900〃

下 部 131,800〃 91,000〃 84,900〃
陸 上 部 66,400〃 50,000〃 47,700〃
コンクリート量 1,571,200m3 1,181,300m3 1,372,300m3
海 峡 部 895,400〃 807,600〃 844,600〃
陸 上 部 675,800〃 373,700〃 527,700〃
注）Ａルートの撫養の瀬戸，Ｄルートの番の洲，Ｅルートの尾道瀬戸
は陸上部に含めた。

Ａ　ル　ー　ト

数　量 金　額

Ｄ　ル　ー　ト

数　量 金　額

Ｅ　ル　ー　ト

数　量 金　額

｛



本四連絡橋問題の回顧と展望

併用橋ルート別事業総括表（金額の単位は百万円）

（１）海　峡　部
イ）工　事　費 6,901ｍ 199,700 9,525ｍ 144,100
上 部 工 費 74,000 62,500
吊　　　橋 6,901〃 74,000 4,621ｍ 44,000
そ　の　他 － 4,904ｍ 18,500
下 部 工 費 124,600 80,600
吊　　　橋 14基 124,600 11基 58,000
そ　の　他 － 55基 22,600
維持施設費 1,100 1,000

ロ）付帯工事費 1,500 1,000
ハ）用地補償費 2,300 900
ニ）管理費(間接費) 10,200 7,300
ホ）実施調査費 9,200 5,500

建　設　費 222,900 158,800
ヘ）予 備 費 22,290 15,880

事　業　費 245,190 174,680

（２）陸　上　部
イ）工　事　費 77.0km 47,000 77.6km 41,300 32.5km 29,600 31.2km 28,500
本 州 側 8.9〃 8,300 2.9〃 4,100 21.8〃 8,300 21.5〃 9,000
島 し ょ 部 56.5〃 26,900 62.5〃 27,500 － － － －
四 国 側 11.6〃 11,800 12.2〃 9,700 10.7〃 21,300 9.7〃 19,500

ロ）付帯工事費 1,700 400 1,500 100
ハ）用地補償費 7,200 9,300 3,600 4,100
ニ）管理費(間接費) 4,800 4,300 2,900 2,800

建　設　費 60,700 55,300 37,600 35,500
ホ）予 備 費 6,070 5,530 3,760 3,550

事　業　費 66,770 60,830 41,360 39,050

へ） 計 建設費 116,000 73,100
事業費 127,600 80,410

（３）合 計 建 設 費 338,900 231,900
（(1)＋(2)）事 業 費 372,790 255,090
調査～準備～現場＝ 3～2～10＝15年 2.5～2～7.5＝12年

工期
鋼材使用量 520,900ｔ 435,000ｔ

海峡部　上 部 228,000〃 201,100〃
下 部 193,400〃 134,000〃

陸 上 部 99,500〃 99,900〃
コンクリート使用量 2,668,000m3 2,086,000m3
海 峡 部 1,766,000〃 1,432,000〃
陸 上 部 902,000〃 654,000〃

Ａ　ル　ー　ト
鉄道及び道路

数　量 金　額

Ｄ　ル　ー　ト
鉄道及び道路

数　量 金　額

Ａ　ル　ー　ト
鉄 道 部
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

道 路 部
Ｄ　ル　ー　ト

鉄 道 部 道 路 部

項目

｛



4

船
舶
航
行
上
の
問
題
点

次
に
船
舶
航
行
の
安
全
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安
庁
が
建
設
省
か
ら
の
委
託
要
請
に
基
づ
き
、
本
四

連
絡
架
橋
航
行
安
全
技
術
検
討
会
議(

議
長
、
谷
東
京
商
船
大
学
教
授)

を
設
け
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
九
日
か
ら

検
討
を
始
め
た
。
そ
の
調
査
は
次
の
各
項
目
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

1．

両
架
橋
海
域
に
お
け
る
船
舶
交
通
量
の
調
査
及
び
将
来
の
予
測

2．

限
定
水
域
に
お
け
る
特
定
船
舶
の
航
行
実
態
調
査

3．

船
舶
航
行
の
安
全
確
保
に
必
要
な
事
項
、
例
え
ば
レ
ー
ダ
映
像
に
及
ぼ
す
影
響
、
架
橋
に
因
る
船
舶
交
通

の
輻
輳
度
に
与
え
る
影
響
等

こ
の
検
討
会
議
は
そ
れ
か
ら
前
後
六
回
、
実
船
に
よ
る
調
査
は
巨
大
船
、
小
型
船
を
含
め
て
前
後
四
回
、
そ
れ

ぞ
れ
行
な
わ
れ
、
作
業
部
会
は
頻
繁
に
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
。

1．

架
橋
が
船
舶
の
輻
輳
度
に
与
え
る
変
化
の
測
定
に
は
種
々
の
前
提
条
件
が
あ
り
、
そ
の
精
度
の
向
上
は
今

後
の
統
計
的
解
析
に
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
架
橋
に
伴
う
輻
輳
度
の
変
化
は
、
さ
し
て
高
い
と
は
い
え
な

い
。

旦 暮 芥 考／説苑（本四架橋）



2．

橋
脚
周
辺
の
潮
流
変
化
の
操
船
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
角
形
で
断
面
の
大
き
い
橋
脚
の
場
合
に
は
、

橋
脚
に
接
近
す
る
小
型
船
舶
の
操
船
に
つ
き
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

3．

レ
ー
ダ
映
像
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
橋
脚
判
読
の
困
難
性
の
ほ
か
、
ス
パ
ン
の
強
い
反
射
エ
コ
ー
、

橋
梁
に
近
い
架
空
電
線
等
が
、
映
像
の
判
断
に
注
意
す
べ
き
影
響
を
与
え
る
。

4．

停
止
惰
力
の
大
き
い
巨
大
船
は
、
架
橋
線
の
前
後
相
当
の
直
進
距
離
が
必
要
で
あ
る
。
小
型
船
の
場
合
は
、

時
刻
に
よ
っ
て
輻
輳
し
、
架
橋
海
域
に
お
け
る
航
行
船
舶
間
の
見
合
い
関
係
が
複
雑
に
な
る
。

5．

橋
脚
を
よ
り
よ
く
識
別
さ
せ
る
た
め
、
レ
フ
レ
ク
タ
等
の
設
置
、
橋
梁
の
反
射
エ
コ
ー
弱
化
措
置
、
航
行

船
舶
の
燈
火
や
陸
上
燈
火
の
誤
認
防
止
措
置
等
が
必
要
で
あ
る
。

6．

橋
脚
周
辺
の
撹
乱
流
域
の
規
模
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
。

7．

架
橋
に
よ
る
環
境
変
化
に
対
応
し
た
航
行
規
則
が
必
要
で
あ
る
。

8．

水
路
環
境
の
整
備
と
事
故
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
海
難
防
止
研
究
会
は
、
特
別
委
員
会
を
つ
く
っ
て
各
ル
ー
ト
の
実
施
調
査
を
行
な
い
、
昭
和
三
十
四
年

か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
、
数
回
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
と
共
に
、
政
府
は
じ
め
関
係
機
関
に
要
望
す
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
そ
の
意
見
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
四
国
の
後
進
性
を
打
開
す
る
た
め
の
本
四
連
絡
架
橋
の
建
設
準
備
は
、
誠
に
当
を
得
た
計
画
で
あ
る
が
、
今

本四連絡橋問題の回顧と展望



後
益
々
輻
輳輳
が
予
想
さ
れ
る
瀬
戸
内
海
の
船
舶
通
航
上
の
障
害
と
な
る
明
石
海
峡
へ
の
架
橋
は
、
そ
の
効
果
を

半
減
し
、
悔
を
後
世
に
残
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
架
橋
案
は
英
国
西
南
海
岸
で
発
生
し
た
ト
リ
ー
キ
ャ
ニ
ヨ
ン

号
の
よ
う
な
大
海
難
も
、
そ
の
絶
無
は
期
し
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
現
在
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
架
橋
案
で
は
、
海
難
防
止
の
見
地
よ
り
見
れ
ば
、
岡
山
・
香
川
連
絡

橋
案
が
最
も
よ
い
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。」

5

架
橋
の
経
済
効
果

(1)

両
県
に
よ
る
調
査

岡
山
・
香
川
両
県
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
に
か
け
て
、
磯
村
英
一
都
立
大
学
名
誉
教
授

（
都
市
社
会
学
）、
植
村
福
七
香
川
大
学
教
授
（
交
通
経
済
学
）
を
瀬
戸
大
橋
経
済
顧
問
に
委
嘱
し
、
瀬
戸
大
橋
の

経
済
調
査
を
進
め
て
き
た
。
尚
、
植
村
教
授
は
、
私
の
ク
ラ
ス
・
メ
ー
ト
で
親
交
を
重
ね
て
い
た
が
、
昭
和
四
十

一
年
十
二
月
、
米
国
に
お
い
て
不
幸
客
死
さ
れ
た
。

本
経
済
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
主
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1．

鉄
道
併
設
の
必
要
性
と
投
資
限
界
（
植
村
教
授
）

旦 暮 芥 考／説苑（本四架橋）



A．

鉄
道
併
設
の
必
要
性

道
路
及
び
鉄
道
は
そ
れ
ぞ
れ
の
輸
送
機
能
に
応
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
的
輸
送
分
野
を
も
ち
、
道
路
は

短
距
離
小
量
輸
送
、
鉄
道
は
長
中
距
離
大
量
輸
送
に
適
し
て
い
る
。
も
し
道
路
単
独
橋
に
す
る
な
ら
ば
、

鉄
道
体
系
は
依
然
と
し
て
内
海
に
よ
り
遮
断
さ
れ
、
本
州
四
国
連
絡
橋
と
し
て
の
価
値
は
半
減
す
る
で
あ

ろ
う
。
道
路
の
単
位
面
積
当
た
り
の
輸
送
力
は
、
次
表
で
明
ら
か
な
通
り
鉄
道
の
十
分
の
一
以
下
で
あ
る

の
で
、
道
路
橋
だ
け
で
は
四
国
本
土
間
輸
送
需
要
量
の
増
加
に
対
応
で
き
な
い
。
ま
た
幅
一
米
一
時
間
当

た
り
輸
送
力
に
お
い
て
も
鉄
道
の
方
が
著
し
く
大
き
い
。

輸
　
送
　
力
　
比
　
較

項
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
鉄
　
　
　
道
　
　
　
　
バ
　
　
　
ス
　
　
　
乗
用
車

一
時
間
当
た
り
輸
送
力
　
　
　
　
　
四
二
、
〇
〇
〇
人
　
　
四
、
二
〇
〇
人
　
　
二
、
八
八
〇
人

幅
一
米
一
時
間
当
た
り
輸
送
力
　
　
　
八
、
四
〇
〇
　
　
　
一
、
〇
五
〇
　
　
　
　
　
七
二
〇

(

註)

「
鉄
道
の
複
線
と
同
じ
輸
送
力
を
も
つ
道
路
」
の
建
設
に
要
す
る
土
地
は
、
鉄
道
の
十
倍
を
必
要
と
す
る
の
で
、
わ

が
国
の
よ
う
に
、
人
口
稠
密
で
平
地
に
恵
ま
れ
な
い
国
で
は
、
大
量
交
通
機
関
と
し
て
の
幹
線
交
通
網
と
し
て
の
鉄

道
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
如
何
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
道
路
だ
け
で
幹
線
輸
送

が
賄
え
る
も
の
で
は
な
い
。

本四連絡橋問題の回顧と展望



B．

瀬
戸
大
橋
の
投
資
限
界

昭
和
四
五
年
度
、
昭
和
五
〇
年
度
及
び
昭
和
五
五
年
度
に
お
け
る
瀬
戸
大
橋
の
総
料
金
収
入
を
推
計
す
　

る
と
次
の
通
り
に
な
る
。

年
　
　
度
　
　
　
　
　
道
路
橋
　
　
　
　
　
鉄
道
橋
　
　
　
　
　
計

昭
和
四
五
年
度
　
　
　
五
七
億
円
　
　
　
一
八
億
円
　
　
　
　
七
五
億
円

昭
和
五
〇
年
度
　
　
　
九
二
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
　
　
一
一
五

昭
和
五
五
年
度
　
　
一
二
五
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
　
　
一
五
三

昭
和
四
五
年
及
び
昭
和
五
〇
年
を
基
準
年
と
し
た
場
合
の
投
資
限
界
を
推
計
す
る
と
次
の
通
り
に
な
る
。

前
提
条
件
　
　
建
設
費
は
全
額
借
入
金

利
率
は
年
七
％

維
持
管
理
費
は
年
五
億
円
（
当
初
年
度
収
入
の
約
六
・
五
％
）

償
還
期
間
は
三
〇
年

工
期
は
五
カ
年
、
年
額
三
〇
〇
億
円
ず
つ
工
事
す
る
こ
と
と
し
て
、
工
事
費
総
額
は

一
、
五
〇
〇
億
円

料
金
収
入
の
伸
び
は
道
路
橋
一
二
％
、
鉄
道
橋
五
％

旦 暮 芥 考／説苑（本四架橋）



昭
和
四
五
年
基
準
　
投
資
限
界
　
二
、
〇
五
〇
億
円

昭
和
五
〇
年
基
準
　
投
資
限
界
　
二
、
六
三
一
億
円

2．

瀬
戸
広
域
圏
の
発
展
と
架
橋
（
磯
村
教
授
）

A．

瀬
戸
内
海
ベ
ル
ト
地
帯
の
開
発
に
は
、
中
国
四
国
の
両
沿
岸
地
域
を
中
心
に
第
一
次
圏
、
岡
山
・
広
島
、

香
川
・
愛
媛
・
徳
島
、
第
二
次
圏
、
高
知
・
島
根
・
鳥
取
の
総
合
圏
を
設
定
し
て
強
力
な
中
核
地
帯
を
設

定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

B．

そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
、
阪
神
過
密
地
域
に
隷
属
す
る
傾
向
の
強
か
っ
た
中
国
・
四
国
経
済
圏
の
確
立

を
計
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
山
陰
や
四
国
中
南
部
地
域
の
積
極
的
な
開
発
を
な
し
う
る
こ
と
。

C．

新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
に
よ
る
指
定
地
が
、
圏
内
に
散
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
更
に
拡
大
し
た
地

域
計
画
に
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
新
し
い
開
発
圏
を
設
け
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

D．

瀬
戸
広
域
圏
の
設
定
は
、
阪
神
過
密
地
域
の
緩
和
に
役
立
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
関
西
経
済
圏
の
強
化

に
大
き
な
基
盤
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
。

E．

中
国
縦
貫
道
路
の
建
設
に
よ
る
関
連
地
域
の
経
済
成
長
を
見
る
と
、
そ
の
波
及
効
果
は
、
瀬
戸
圏
内
よ

り
も
む
し
ろ
阪
神
や
北
九
州
に
多
く
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
南
日
本
国
道
の
建
設
も
そ
の
影
響
は
瀬
戸

圏
内
に
は
殆
ど
な
く
、
阪
神
へ
の
集
中
度
、
集
積
度
を
著
し
く
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
。

本四連絡橋問題の回顧と展望



F．

東
西
の
交
通
各
線
の
み
の
開
発
は
、
瀬
戸
圏
の
形
成
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
う
し
て

も
中
国
・
四
国
を
通
じ
て
の
南
北
の
交
通
路
線
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

G．

そ
の
た
め
に
は
、
中
国
・
四
国
の
伝
統
的
連
絡
ル
ー
ト
で
あ
る
岡
山
・
香
川
を
つ
な
ぐ
瀬
戸
大
橋
の
計

画
が
絶
対
必
要
で
あ
る
こ
と
。

H．

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
う
ち
、
特
に
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
ヘ
の
人
口
等
の
集
中
、
集
積
が
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
瀬
戸
広
域
圏
を
何
等
か
の
方
法
に
お
い
て
統
一
性
の
あ
る
開
発
地
域
と
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。

I．

中
国
･
四
国
横
断
道
路
（
日
本
海
―
―
瀬
戸
内
海
―
―
太
平
洋
）
の
開
発
は
、
日
本
の
開
発
に
と
っ
て
　

絶
対
に
必
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
実
現
が
最
も
可
能
な
路
線
は
、
瀬
戸
大
橋
架
橋
が
予
定
さ
れ
る
地
域
が

望
ま
し
い
こ
と
。

J．

架
橋
に
よ
る
交
通
は
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
交
通
と
質
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
新
し
　

い
広
域
圏
（
岡
山
―
―
香
川
）
の
形
成
の
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
。
明
石
鳴
門
の
架
橋
で
は
こ
の
よ
う
な

広
域
都
市
圏
は
形
成
さ
れ
な
い
こ
と
。

K．

山
陽
新
幹
線
の
決
定
は
、
中
国
、
特
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
中
国
地
方
を
し
て
東
西
交
通
の
通
過
地
域
に

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
南
北
連
絡
に
よ
っ
て
是
非
中
核
的
結
節
地
域
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結

節
を
強
く
す
る
た
め
に
は
瀬
戸
架
橋
以
外
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

旦 暮 芥 考／説苑（本四架橋）



3．

中
四
国
地
域
体
制
研
究
調
査
（
財
団
法
人
国
土
計
画
協
会
）

(1)

中
四
国
地
域
開
発
の
方
向

最
近
の
都
市
化
、
工
業
化
の
波
は
、
京
浜
、
中
京
、
阪
神
を
結
ぶ
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
か
ら
は
み
だ
し
、

周
辺
の
地
域
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
中
四
国
地
域
は
こ
の
よ
う
な
日
本
経
済
の
動
き
を
受
け
止
め
、
こ
こ
に

新
し
い
広
域
経
済
圏
を
形
成
し
て
、
既
成
大
工
業
地
域
の
一
層
の
過
密
化
を
防
止
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
岡
山
・
高
松
・
広
島
な
ど
の
中
核
都
市
、
五
つ
の
新
産
業
都
市
、
三
つ
の
工
業
整
備
特

別
地
域
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
結
合
し
、
瀬
戸
圏
と
し
て
一
体
的
な
開
発
を
計
る
必
要
が
あ
る
。

瀬
戸
圏
が
、
首
都
圏
・
中
部
圏
・
近
畿
圏
と
並
び
、
第
四
の
広
域
経
済
圏
と
し
て
、
わ
が
国
経
済
発
展
の

一
翼
を
担
う
地
域
と
な
る
た
め
に
は
、
地
域
相
互
間
の
機
能
分
担
が
促
進
さ
れ
、
開
発
効
果
が
周
辺
部
の
背

後
地
域
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
輸
送
交
通
網
を
、
岡
山
・
広
島
・
高
松
・
松
山
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
す
る
よ
う
に
格

子
状
に
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

瀬
戸
圏
交
通
網
の
整
備
に
と
っ
て
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
架
橋
は
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
瀬
戸
圏

の
南
北
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
は
、
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
、
優
位
性
が
明
ら
か
な
瀬
戸
大
橋
の
果
た
す

役
割
は
極
め
て
大
き
い
。

本四連絡橋問題の回顧と展望
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98,275    109,866   116,760   116,760   116,760

6,871       6,674       6,553       6,551     6,552

3,975        3,553       3,355       3,351    3,356

202,239    418,966    544,212   545,067   544,484

11,589      21,328     27,016     27,290   27,169

6,680      12,698    16,918     17,956   17,605

284,957    617,591    826,263   831,824   831,453

17,898      34,912     47,761     48,347   48,117

6,964      13,975     20,702     22,034   21,718

16,618      38,285     51,703     56,928   54,492

40,075      79,609   114,362   125,567  121,277

全 国

中 国

四 国

全 国

中 国

四 国

全 国

中 国

四 国

人　　　　　口
（千人）

所　　　　　得
（35年価格億円）

工 業 生 産 高
（35年価格億円）

本州・四国間旅客輸送量
（千人）

本州・四国間貨物輸送量
（千トン）

項　　　　目 昭和40年 昭和50年 架設さ
れない
場合

瀬戸大
橋架設
の場合

明石鳴
門大橋
架設の
場合

昭 和 5 5 年

昭和 50年、55年の主要経済指標



(2)

本
州
四
国
連
絡
橋
の
経
済
効
果
の
計
量
分
析

本
州
四
国
連
絡
橋
ル
ー
ト
決
定
の
参
考
に
な
る
よ
う
、

1．

架
橋
さ
れ
な
い
場
合

2．

昭
和
五
〇
年
に
瀬
戸
大
橋
が
架
橋
さ
れ
る
場
合

3．

同
じ
く
明
石
鳴
門
大
橋
が
架
橋
さ
れ
る
場
合

の
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て
学
術
的
に
公
平
に
調
査
し
た
結
果
、
前
頁
の
表
の
通
り
瀬
戸
大
橋
の
優
位
性
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

即
ち
、
明
石
鳴
門
大
橋
に
比
べ
て
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。

1．

国
民
経
済
を
よ
り
大
型
の
も
の
に
す
る
。

2．

地
域
開
発
を
西
に
伸
延
さ
せ
、
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
を
拡
大
す
る
。

3．

人
口
の
分
散
お
よ
び
開
発
拠
点
の
適
正
配
置
な
ど
国
の
施
策
に
適
合
す
る
。

(3)

本
州
四
国
連
絡
橋
の
交
通
量

架
橋
五
年
後
の
昭
和
五
五
年
に
お
け
る
連
絡
橋
経
由
の
旅
客
数
を
比
較
す
る
と
「
表
1
」
の
通
り
で
、
瀬

戸
大
橋
が
三
、
四
三
六
万
人
と
な
り
、
明
石
鳴
門
大
橋
の
場
合
の
旅
客
数
一
、
九
八
二
万
人
の
約
一
・
七

倍
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
貨
物
量
は
「
表
2
」
の
通
り
で
瀬
戸
大
橋
が
六
二
、
八
八
五
千
ト
ン
と
な
り
、

本四連絡橋問題の回顧と展望



明
石
鳴
門
大
橋
の
場
合
の
四
四
、
二
　

〇
七
千
ト
ン
の
約
一
・
四
倍
に
相
当
　

す
る
。

(2)

政
府
に
よ
る
調
査

本
州
四
国
連
絡
橋
に
関
す
る
経
済
調
査

は
、
予
想
よ
り
随
分
お
く
れ
て
昭
和
四
十

五
年
五
月
十
三
日
に
発
表
さ
れ
た
。
発
表

が
お
く
れ
た
の
は
、
こ
の
調
査
結
果
が
多

く
の
論
議
を
呼
び
、
ル
ー
ト
別
の
着
工
順

位
を
め
ぐ
る
政
治
的
混
乱
を
避
け
る
た
め

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
本
四
連
絡
橋
公
団

の
発
足
が
決
ま
っ
た
の
で
、
到
々
発
表
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調

査
は
建
設
省
と
日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
協

力
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
度
よ
り
進
め
ら
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50年 14,090    7,093   1,160    6,019    4,723     5,200   38,285

55年 21,542  12,817   1,947    8,353    5,014     7,255   56,928

50年 7,880    5,447   8,005    7,263    4,674     5,016   38,285

55年 10,356    9,463 11,877  10,032    6,604     6,160   54,492

区　　　　分

瀬戸大橋架設
の場合

明石鳴門大橋
架設の場合

年別
鉄道 自動車連絡船

フェ
リー 船舶 合 計航空機

連絡橋鉄道

昭和50年、55年の旅客の機関別交通量 （単位千人）[ 表 １]

50年 23,813    10,759            ─ 5,635     39,402     79,609

55年 46,457    16,428            ─ 9,136     53,546   125,567   

50年 19,145      4,767       6,257     10,416     39,024     79,609 

55年 33,755    10,452     11,555     15,150     50,365   121,277  

区　　　　分

瀬戸大橋架設
の場合

明石鳴門大橋
架設の場合

年別
鉄道 自動車

鉄　道
連絡船 フェリー 船 舶 合 計

連　絡　橋

昭和50年、55年の貨物の機関別交通量 （単位千トン）[ 表 2 ]



れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
内
容
は
新
た
に
開
発
さ
れ
た
地
域
経
済
計
量
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
各
ル
ー
ト
の
架
橋
が

地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
を
計
測
し
、
こ
れ
と
建
設
費
と
を
比
較
し
て
、
各
ル
ー
ト
別
の
経
済
効
果
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
調
査
に
は
局
地
的
な
開
発
に
よ
る
交
通
需
要
が
含
ま
れ
て
い
な
い
し
、
東
北

よ
り
九
州
に
至
る
主
軸
ル
ー
ト
以
外
の
鉄
道
新
幹
線
が
算
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
未
だ
中
間
的
な
も
の
で
、
本

州
四
国
連
絡
架
橋
に
よ
る
経
済
効
果
の
大
要
を
示
す
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

本
州
四
国
連
絡
架
橋
は
、
わ
が
国
総
人
口
の
四
％
、
国
土
面
積
の
五
％
を
占
め
る
四
国
四
県
を
陸
上
交
通
に
よ

り
初
め
て
本
州
と
直
結
し
、
四
国
地
方
開
発
に
決
定
的
な
立
地
条
件
を
与
え
て
、
西
日
本
発
展
の
基
盤
を
造
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
計
画
の
適
否
は
、
こ
の
地
域
の
経
済
の
伸
長
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
架

橋
に
よ
る
経
済
効
果
は
、
連
絡
橋
建
設
計
画
の
指
針
を
得
る
た
め
の
資
料
に
な
る
の
で
、
適
切
且
つ
詳
細
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
慎
重
に
解
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
る
。

経
済
効
果
の
計
測
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
時
点
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
将
来
に
お
け
る
人
口
の
動
態
、
土
地
利

用
の
状
況
、
産
業
の
伸
長
度
、
交
通
機
関
の
整
備
状
況
等
各
種
要
因
の
長
期
的
な
仮
定
の
上
に
組
立
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
計
測
は
、
従
っ
て
、
今
後
こ
れ
ら
の
前
提
条
件
の
変
化
、
特
に
通
行
料
金
の
設
定
方
法
、
道

路
・
鉄
道
等
の
輸
送
条
件
、
技
術
開
発
、
概
算
工
費
等
の
変
化
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
今
後
更
に
調
査
を
継
続
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
十
分
に
精
査
し
た
上
で
妥
当
な
補
正
を
加
え

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
お
る
。

本四連絡橋問題の回顧と展望



1．

計
測
の
方
法

経
済
効
果
の
計
量
は
上
記
の
前
提
条
件
に
基
づ
い
て
後
述
の
地
域
経
済
計
量
モ
デ
ル
に
よ
り
、
左
記
各
ル

ー
ト
の
各
種
架
橋
計
画
に
つ
い
て
経
済
的
評
価
を
行
な
っ
た
。

A
ル
ー
ト
（
神
戸
―
鳴
門
）
…
併
用
橋
案
（
A
併
）、
道
路
単
独
橋
案
（
A
単
）

D
ル
ー
ト
（
児
島
―
坂
出
）
…
併
用
橋
案
（
D
併
）、
道
路
単
独
橋
案
（
D
単
）

E
ル
ー
ト
（
尾
道
―
今
治
）
…
道
路
単
独
橋
案
（
E
）

（
註
）
1．

A
、
D
ル
ー
ト
は
高
速
道
路
規
格
（
六
車
線
）、
E
ル
ー
ト
は
一
般
道
路
規
格
（
四
車
線
）
と
す
る
。

2．

併
用
橋
は
道
路
と
鉄
道
在
来
線
と
の
併
用
と
し
、
鉄
道
新
幹
線
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
A
、
D
、
E
の
三
ル
ー
ト
の
架
橋
の
組
合
わ
せ
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
種
類
の
場
合
を
そ
れ
ぞ
　

れ
計
算
し
て
い
る
。
但
し
、
工
費
・
工
期
に
つ
い
て
は
既
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
用
い
て
い
る
。

（イ）

一
ル
ー
ト
の
み
に
着
工
し
、
他
の
二
ル
ー
ト
は
建
設
し
な
い
場
合
（
単
一
架
橋
）

（ロ）

三
ル
ー
ト
を
同
時
に
着
工
し
た
場
合
（
同
時
架
橋
）

（ハ）

一
ル
ー
ト
の
み
先
に
着
工
し
、
他
の
二
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
一
年
に
併
用
開
始
す
る
も
の

と
し
た
場
合
（
段
階
架
橋
）

ま
た
、本
州
四
国
連
絡
橋
に
よ
る
経
済
効
果
の
量
的
評
価
は
、次
の
三
つ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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(イ)

近
畿
・
中
国
・
四
国
・
北
九
州
四
地
方
に
お
け
る
生
産
所
得
の
増
加
額
に
つ
い
て
は
、
架
橋
に
よ
る

経
済
効
果
の
波
及
が
一
応
安
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
時
点
と
し
て
、
三
ル
ー
ト
架
橋
完
成
五
年
後
に
当

た
る
昭
和
六
十
五
年
の
生
産
所
得
増
加
額
（
連
絡
橋
が
な
い
場
合
と
の
比
較
）
を
計
算
し
た
。

(ロ)

架
橋
計
画
毎
の
投
資
効
率
と
し
て
は
、
便
益
費
用
比
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
便
益

額
と
し
て
は
投
資
後
の
効
果
が
十
分
に
把
握
で
き
、
し
か
も
モ
デ
ル
計
算
の
精
度
か
ら
限
界
と
考
え
ら

れ
る
昭
和
七
十
五
年
ま
で
の
毎
年
の
生
産
所
得
の
増
加
額
の
累
計
値
を
採
り
、
こ
れ
と
建
設
費
の
比
を

計
算
し
た
。
但
し
便
益
費
用
比
の
計
算
に
は
便
益
額
、
建
設
費
共
に
年
率
六
％
と
し
て
昭
和
四
十
年
価

値
に
割
引
換
算
し
た
も
の
を
用
い
て
い
る
。

(ハ)

架
橋
計
画
を
有
料
事
業
と
し
て
や
る
場
合
の
採
算
性
に
つ
い
て
は
、
現
行
フ
ェ
リ
ー
及
び
国
鉄
宇
高

航
路
の
運
賃
を
基
準
と
し
て
、
建
設
費
の
比
率
に
応
じ
た
ル
ー
ト
別
料
金
を
設
定
し
、
ル
ー
ト
毎
の
貨

客
輸
送
量
と
償
還
年
数
を
計
算
し
て
い
る
。

2．

地
域
経
済
計
量
モ
デ
ル

今
回
の
経
済
効
果
の
計
算
に
用
い
ら
れ
た
地
域
経
済
計
量
モ
デ
ル
は
、
交
通
施
設
整
備
効
果
分
析
モ
デ
ル

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
交
通
施
設
の
整
備
が
地
域
に
与
え
る
経
済
効
果
を
計
量
的
に
把
握
す
る
　

本四連絡橋問題の回顧と展望



た
め
、
交
通
施
設
の
整
備
さ
れ
て
経
済
距
離
が
短
縮
さ
れ
、
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
変
化
し
、
地
域
経
済
構

造
が
変
化
す
る
と
い
う
形
で
捉
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
モ
デ
ル
は
長
期
の
も
の
で
、
波
及
効

果
・
逆
流
効
果
が
明
ら
か
で
、
交
通
施
設
整
備
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
、

新
た
に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
お
構
造
方
程
式
の
体
系
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
近
畿
六

府
県
、
中
国
五
県
、
四
国
四
県
及
び
福
岡
・
大
分
の
十
七
府
県
を
内
生
地
域
、
そ
の
他
の
地
域
を
外
生
地
域

と
し
て
い
る
。

3．

各
種
架
橋
案
の
経
済
効
果

(イ)

生
産
所
得
の
増
加
額

各
種
架
橋
計
画
に
つ
い
て
連
絡
架
橋
に
よ
る
内
生
地
域
の
生
産
所
得
の
増
加
額
（
昭
和
六
十
五
年
時

点
）
を
求
め
れ
ば
「
表
1
」
の
通
り
と
な
る
。
表
に
よ
る
と
架
橋
に
よ
る
地
域
別
の
生
産
所
得
の
増
加

は
、
い
ず
れ
の
架
橋
計
画
に
つ
い
て
も
四
国
地
方
に
特
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
、
単
一
架
橋

の
場
合
は
も
と
よ
り
、
同
時
架
橋
及
び
段
階
架
橋
の
い
ず
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
併
用
橋
の
所
得
効

果
が
大
き
い
。

(ロ)

投
資
効
率

各
種
架
橋
計
画
に
つ
い
て
昭
和
七
十
五
年
ま
で
の
便
益
費
用
比
を
求
め
れ
ば
「
表
2
」
の
通
り
と
な
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る
。
表
に
よ
る
と
、
単
一
架
橋
の
場
合
は
、
D
ル
ー
ト
道
路
単
独
橋
の
投
資
効
率
が
最
も
高
く
、
以
下

D
併
、
A
単
、
A
併
、
E
の
順
と
な
る
が
、
D
併
と
A
単
の
差
は
僅
差
で
あ
る
こ
と
。

同
時
架
橋
の
場
合
は
、
A
ル
ー
ト
、
D
ル
ー
ト
共
に
道
路
単
独
橋
と
す
る
場
合
の
投
資
効
率
が
高
く
、

共
に
併
用
橋
と
す
る
場
合
の
投
資
効
率
は
低
い
。

更
に
段
階
架
橋
の
場
合
は
、
A
ル
ー
ト
、
D
ル
ー
ト
共
に
道
路
単
独
橋
と
す
る
場
合
の
投
資
効
率
が
　

最
大
と
な
る
が
、
A
ル
ー
ト
、
D
ル
ー
ト
に
併
用
橋
を
考
え
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
投
資
効
率
は

一
応
D
併
〜
A
単
E
、
A
単
〜
D
併
E
、
D
単
〜
A
併
E
、
A
併
〜
D
単
E
の
順
と
な
る
が
、
そ
の
差

は
比
較
的
僅
差
で
あ
る
。

(ハ)

輸
送
量
と
採
算
性

各
種
架
橋
計
画
に
つ
い
て
、
有
料
と
し
た
場
合
の
旅
客
、
貨
物
の
ル
ー
ト
別
輸
送
量
及
び
自
動
車
交

通
量
を
推
計
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
鉄
道
を
含
め
た
全
体
の
有
料
事
業
と
し
て
の
採
算
性
を
計
算
し
た

結
果
は
「
表
3
」
の
通
り
で
あ
る
。

本四連絡橋問題の回顧と展望
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A 単

A 併

D 単

D 併

E

A単、D単、E

A単、D併、E

A併、D単、E

A併、D併、E

A単～D単、E

A単～D併、E

A併～D単、E

A併～D併、E

D単～A単、E

D単～A併、E

D併～A単、E

D併～A併、E

E～A単、D単

E～A単、D併

E～A併、D単

E～A併、Ｄ併

S― 1

S― 2

S― 3

S― 4

S― 5

C― 1

C― 2

C― 3

C― 4

P― 1

P― 2

P― 3

P― 4

P― 5

P― 6

P― 7

P― 8

P― 9

P―10

P―11

P―12

774

953

649

754

303

1,010

1,108

1,198

1,211

1,004

1,107

1,181

1,198

996

1,184

1,108

1,208

997

1,098

1,187

1,203

239

269

144

159

33

231

241

268

264

262

277

290

291

246

284

268

288

240

255

279

279

29

37

78

84

54

106

110

113

114

97

103

106

109

102

109

108

111

103

109

110

112

487

623

388

464

184

616

693

755

766

588

662

722

731

592

730

667

741

595

668

734

743

19

24

39

47

32

57

64

62

67

57

65

63

67

56

61

65

68

59

66

64

69

単一架橋

同時架橋

段階架橋

架橋条件 番　号　架 橋 計 画

〔表１〕 架橋条件別生産所得の増加額　　　　　（単位億円）

西日本の
所 得 増
合　　計

ブロック別内訳

近畿 中国 四国　北九州

注）１. 生産所得増加額は昭和65年について計算した値である。
２. いずれも昭和44年着工とし、段階架橋の場合は後に着工する２ルー
トを昭和61年までに完成するものとする。（以下各表について同じ）
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A 単

A 併

D 単

D 併

E

A単、D単、E

A単、D併、E

A併、D単、E

A併、D併、E

A単～D単、E

A単～D併、E

A併～D単、E

A併～D併、E

D単～A単、E

D単～A併、E

D併～A単、E

D併～A併、E

E～A単、D単

E～A単、D併

E～A併、D単

E～A併、Ｄ併

S― 1

S― 2

S― 3

S― 4

S― 5

C― 1

C― 2

C― 3

C― 4

P― 1

P― 2

P― 3

P― 4

P― 5

P― 6

P― 7

P― 8

P― 9

P―10

P―11

P―12

3,030.7

3,513.5

2,844.5

3,191.5

1,558.7

4,522.6

4,894.9

5,114.6

5,171.4

3,792.6

4,132.1

4,255.5

4,314.0

3,968.3

4,586.3

4,345.4

4,675.7

3,830.1

4,170.7

4,455.1

4,516.6

1,531.7

2,154.2

1,174.0

1,589.5

1,142.0

3,847.8

4,263.3

4,470.3

4,885.8

2,993.7

3,350.6

3,616.2

3,973.1

3,095.4

3,727.3

3,510.9

4,142.8

3,224.8

3,581.8

3,856.6

4,213.6

1.979

1.631

2.423

2.008

1.365

1.175

1.148

1.144

1.058

1.267

1.233

1.177

1.086

1.282

1.230

1.238

1.129

1.188

1.164

1.155

1.072

0.863

1.000

0.810

0.908

0.444

0.875

0.947

0.989

1.000

0.811

0.884

0.910

0.923

0.849

0.981

0.929

1.000

0.819

0.892

0.953

0.966

0.817

0.673

1.000

0.829

0.563

1.000

0.977

0.974

0.900

0.988

0.962

0.918

0.847

1.000

0.959

0.966

0.881

0.927

0.908

0.901

0.836

単一架橋

同時架橋

段階架橋

架橋条件 番 号 架 橋 計 画

〔表２〕 架橋条件別投資効率　　　　　　　（単位億円）

便益(B)
（億円）

建設費(C)
（億円）

注）１. 便益(B)は、架橋後昭和75年めでの架橋のない場合に対する毎年の
生産所得の差額を合計したものである。
２. 建設費(C)は、維持管理費を含む昭和75年までの合計値である。
３. (B)、(B)/(C)の指数は各組合わせの一位を1.00とした場合の指数で
ある。

(B)/(C) (B)指数
(B)/(C)
指　数
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架橋条件単一架橋同時架橋段　階　架　橋

番
号

架
橋
計
画

輸
送
量
（
貨
物
1,000ｔ

/日
，
旅
客
1,000人

/日
）

Ａ
ル
ー
ト

道
　
路

鉄
　
道

貨
物
旅
客
貨
物
旅
客

Ｄ
ル
ー
ト

道
　
路

鉄
　
道

貨
物
旅
客
貨
物
旅
客

架
橋
条
件
別
ル
ー
ト
別
輸
送
量
及
び
採
算
性

※
（
償
還
年
数
）

Ｅ
ル
ー
ト

道
　
路

貨
物
旅
客

合
　
計

自
動
車
交
通
量
（
台
／
日
）

Ａル
ー
ト
Ｄル
ー
ト
Ｅル
ー
ト

計
貨
物
旅
客

Ｓ
－
1

Ａ
　
単

82.8
170.3

－
－

－
－

－
－

－
－

82.8
170.3

42,009
－

－
42,000

15
Ｓ
－
2

Ａ
　
併

78.5
83.5
118.2

152.1
－
－

－
－

－
－
196.7

235.6
28,100

－
－
28,100

14
Ｓ
－
3

Ｄ
　
単

－
－

－
－
64.1139.9

－
－

－
－

64.1
139.9

－
33,700

－
33,700

17
Ｓ
－
4

Ｄ
　
併

－
－

－
－
62.2
80.3

96.2
129.6

－
－
158.4

209.9
－
24,400

－
24,400

17
Ｓ
－
5

Ｅ
－

－
－

－
－
－

－
－
37.5
102.9

37.5
102.9

－
－
22,800

22,800
26

Ｃ
－
1
Ａ
単
, Ｄ
単
, Ｅ

59.3
134.2

－
－
27.4
93.0

－
－

5.2
40.9

91.9
268.1

31,200
19,800

7,400
58,400

37
Ｃ
－
2
Ａ
単
, Ｄ
併
, Ｅ

57.9
128.2

－
－
26.4
44.4
101.6

122.8
5.2
42.3

191.1
337.7

30,600
12,500

7,600
50,700

34
Ｃ
－
3
Ａ
併
, Ｄ
単
, Ｅ

56.1
61.1
113.7

147.1
26.5
80.6

－
－

5.2
41.1

201.5
329.9

19,800
17,700

7,400
44,900

32
Ｃ
－
4
Ａ
併
, Ｄ
併
, Ｅ

56.1
60.5
113.7

110.5
26.2
44.3

9.5
113.6

5.2
42.4

210.7
371.3

19,700
12,300

76,00
39,600

32

Ｐ
－
1
Ａ
単
～
Ｄ
単
, Ｅ

59.2
134.2

－
－
27.4
93.0

－
－

5.2
40.8

91.8
268.0

31,200
19,800

7,400
58,400

26
Ｐ
－
2
Ａ
単
～
Ｄ
併
, Ｅ

57.8
128.2

－
－
26.4
44.4
101.4

122.7
5.1
42.2

190.7
337.5

30,600
12,400

7,600
50,600

23
Ｐ
－
3
Ａ
併
～
Ｄ
単
, Ｅ

56.0
61.0
113.5

147.1
26.4
80.6

－
－

5.1
41.0

201.0
329.7

19,800
17,700

7,400
44,900

26
Ｐ
－
4
Ａ
併
～
Ｄ
併
, Ｅ

56.0
60.4
113.5

110.5
26.1
44.2

9.5
113.6

5.1
42.3

210.2
371.0

19,700
12,300

7,600
39,600

25
Ｐ
－
5
Ｄ
単
～
Ａ
単
, Ｅ

59.2
134.1

－
－
27.4
93.0

－
－

5.2
40.8

91.8
267.9

31,200
19,800

7,400
58,400

27
Ｐ
－
6
Ｄ
単
～
Ａ
併
, Ｅ

56.0
61.0
113.5

147.1
26.5
80.6

－
－

5.2
41.0

201.2
329.7

19,700
17,700

7,400
44,800

23
Ｐ
－
7
Ｄ
併
～
Ａ
単
,Ｅ
57.7
128.1

－
－
26.4
44.4
101.4

122.8
5.2
42.2

190.7
337.5

30,600
12,500

7,600
50,700

23
Ｐ
－
8
Ｄ
併
～
Ａ
併
,Ｅ
56.0

60.4
113.5

110.5
26.2
44.3

9.5
113.7

5.1
42.3

210.3
371.2

19,600
12,300

7,600
39,500

26
Ｐ
－
9
Ｅ
～
Ａ
単
, Ｄ
単
59.2
134.2

－
－
27.3
93.0

－
－

5.2
40.9

91.7
268.1

31,200
19,800

7,400
58,400

29
Ｐ
－
10
Ｅ
～
Ａ
単
, Ｄ
併
57.7
128.2

－
－
26.3
44.4
101.2

122.7
5.2
42.3

190.4
337.6

30,600
12,400

7,600
50,600

24
Ｐ
－
11
Ｅ
～
Ａ
併
, Ｄ
単
56.0

61.1
113.4

147.0
26.4
80.6

－
－

5.2
41.1

201.0
329.8

19,700
17,700

7,400
44,800

24
Ｐ
－
12
Ｅ
～
Ａ
併
, Ｄ
併
55.9

60.5
113.3

110.4
26.1
44.3

9.4
113.6

5.2
42.4

209.9
371.2

19,600
12,300

7,600
39,500

27
注
）
1.
輸
送
量
及
び
自
動
車
交
通
量
は
昭
和
65年
に
つ
い
て
計
算
し
た
値
で
あ
る
。

2.
償
還
年
数
は
，
Ｃ
及
び
Ｐ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
，
３
橋
供
用
開
始
後
，
Ｓ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
，
す
べ
て
昭
和
59年
に

供
用
開
始
し
た
場
合
の
数
値
で
あ
る
。

〔
表
３
〕

採算性※



採
算
性
の
計
算
は
料
金
の
決
め
方
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
結
果
に
か
な
り
影
響
す
る
の
で
、
今
後
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
償
還
年
数
に
つ
い
て
大
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
目
的
で
試
算
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
償
還
年
数
と
し
て
は
、
単
一
架
橋
の
場
合
は
、
一
般
に
E
ル
ー
ト
が
他
の
二

ル
ー
ト
に
較
べ
て
や
や
長
く
、
ま
た
、
同
時
架
橋
ま
た
は
段
階
架
橋
の
場
合
に
は
、
料
金
プ
ー
ル
制
で
考

え
る
と
、
ど
の
組
合
わ
せ
を
と
っ
て
も
殆
ど
差
は
な
く
、
一
般
に
同
時
架
橋
の
場
合
は
四
十
年
以
内
、
段

階
架
橋
の
場
合
は
三
十
年
以
内
に
償
還
が
可
能
と
な
る
結
果
が
で
た
。

（
註
）
通
行
料
金

区
分

貨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
　
　
　
　
　
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
客
　
　
　

道
　
　
　
路
　
　
　
　
　

鉄
　
道
　
　
　
道
　
　
　
　
　
　

路
　
　
　
　
鉄
　
道

ル
ー
ト
　
　
貨
物
車
（
円
／
台
）

円
／
t

(

円
／
台)

乗
用
車
（
円
／
台
）

バ
ス
（
円
／
台
）

円
／
人
　
（
円
／
人
）

A

三
、
四
〇
〇
　
　
　
六
八
〇
　
四
六
〇
　
一
、
九
〇
〇
　
　
　
六
、
九
〇
〇
　
　
三
六
〇
　
二
六
五

D

二
、
五
〇
〇
　
　
　
五
〇
〇
　
二
五
〇
　
一
、
三
八
〇
　
　
　
五
、
〇
二
〇
　
　
二
六
〇
　
一
三
五
　

E

二
、
〇
〇
〇
　
　
　
四
〇
〇
　
　
―
　
　
一
、
一
一
〇
　
　
　
四
、
〇
四
〇
　
　
二
一
〇
　
　
―

通
行
料
金
の
設
定
は
、
道
路
に
つ
い
て
は
三
ル
ー
ト
の
現
行
フ
ェ
リ
ー
・
ボ
ー
ト
料
金
（
次
表
1
）
の
う
ち

最
低
値
の
料
金
（
貨
物
…
D
ル
ー
ト
、
旅
客
…
A
ル
ー
ト
）
を
基
準
に
し
、
他
の
ル
ー
ト
の
通
行
料
金
を
建
設
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費
の
比
で
求
め
た
。
鉄
道
に
つ
い
て
は
現
在
の
宇
高
航
路
の
運
賃
（
次
表
2
）
を
基
準
と
し
て
D
ル
ー
ト
の
特

別
料
金
を
設
定
し
、
建
設
費
に
応
じ
て
A
ル
ー
ト
の
特
別
料
金
を
求
め
た
。
ま
た
償
還
引
当
て
料
金
と
し
て
は

こ
の
ほ
か
に
国
鉄
平
均
資
本
費
相
当
額
を
付
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

1．

フ
ェ
リ
ー
・
ボ
ー
ト
料
金
（
昭
和
四
十
一
年
）

ル
ー
ト
名
　
乗
用
車
（
円
／
台
）

バ
ス
（
円
／
台
）

貨
物
車
（
円
／
台
）

備
　
　
　
考

A

一
、
九
〇
〇
　
　
六
、
九
〇
〇
　
　
三
、
七
〇
〇
　
　
　
明
石
・
鳴
門
フ
ェ
リ
ー

D

二
、
三
〇
〇
　
　
六
、
九
〇
〇
　
　
二
、
五
〇
〇
　
　
　
宇
高
国
道
フ
ェ
リ
ー
　

E

二
、
〇
〇
〇
　
　
六
、
九
〇
〇
　
　
二
、
六
〇
〇
　
　
　
今
治
〜
三
原
フ
ェ
リ
ー

２．

鉄
道
（
宇
高
航
路
）
料
金
（
昭
和
四
十
一
年
）

貨
物
…
賃
率
×
50km

/t

旅
客
…
90
円
/
人

6

両
県
の
架
橋
推
進
運
動
の
経
過

岡
山
・
香
川
両
県
は
、
本
架
橋
が
、
両
県
の
未
来
を
切
り
拓
く
世
紀
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
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ら
、
昭
和
三
十
四
年
架
橋
推
進
協
議
会
を
設
け
、
県
議
会
は
昭
和
三
十
六
年
架
橋
促
進
特
別
委
員
会
を
設
け
て
、

そ
の
推
進
に
当
た
っ
た
。
技
術
面
や
経
済
面
の
委
託
調
査
は
も
と
よ
り
、
両
県
民
の
支
援
を
背
景
に
中
央
に
対
す

る
働
き
か
け
や
一
般
に
対
す
る
P
R
に
終
始
精
力
的
に
努
力
し
て
き
た
。
因
に
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
昭
和
四
十

三
年
度
に
至
る
ま
で
の
十
年
間
、
こ
の
た
め
に
投
入
し
た
県
費
は
、
決
算
額
に
お
い
て
次
の
通
り
で
あ
る
。

岡
山
県
　
九
、
四
一
五
万
円
（
う
ち
調
査
委
託
費
　
五
、
二
三
三
万
円
）

香
川
県
　
九
、
七
二
九
万
円
（
う
ち
調
査
委
託
費
　
六
、
三
五
五
万
円
）

一
方
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
両
県
選
出
の
国
会
議
員
は
、
超
党
派
的
に
、
推
進
協
議
会
を
組
織
し
、
当
初
星
島

二
郎
先
生
を
会
長
に
戴
き
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
星
島
先
生
の
政
界
引
退
の
後
は
私
が
会
長
と
し
て

微
力
を
傾
け
て
お
る
。
こ
の
協
議
会
は
一
・
二
カ
月
毎
に
会
合
を
も
ち
、
政
府
各
省
及
び
各
政
府
機
関
の
担
当
者

の
出
席
を
求
め
、
政
府
の
本
事
業
の
調
査
の
促
進
と
監
視
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。
各
野
党
の
両
県
選
出
国
会
議

員
か
ら
本
件
に
つ
き
超
党
的
な
協
力
を
得
て
お
る
こ
と
は
、
両
県
民
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
倖
せ
で
あ
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
架
橋
の
推
進
は
両
県
の
執
行
部
、
県
議
会
、
架
橋
推
進
協
議
会
、
両
県
選
出
国
会
議
員
団
の
推
進
協
議
会
等

の
精
力
的
な
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
両
県
の
市
町
村
、
商
工
会
議
所
、
そ
の
他
の
機
関
は
も
と
よ
り
、
更
に
一
般

県
民
の
熱
意
と
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
も
、
こ
こ
に
併
せ
て
特
記
し
て
お
き
た
い
。
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7

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
の
成
立

政
府
は
、
今
次
第
六
十
三
特
別
国
会
に
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
案
を
提
出
し
、
本
法
案
は
昭
和
四
十
五
年
五

月
十
三
日
成
立
し
た
。
本
法
は
、
第
一
章
総
則
、
第
二
章
管
理
委
員
会
、
第
三
章
役
員
及
び
職
員
、
第
四
章
業
務

第
五
章
財
務
及
び
会
計
、
第
六
章
監
督
、
第
七
章
雑
則
、
第
八
章
罰
則
の
五
十
四
条
か
ら
成
っ
て
お
る
。
そ
の
法

案
要
綱
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
案
要
綱

（
目
的
）

第
一
　
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
、
本
州
と
四
国
の
連
絡
橋
に
係
る
有
料
の
道
路
及
び
鉄
道
の
建
設
及
び
管
理
を
　

総
合
的
か
つ
効
率
的
に
行
な
う
こ
と
等
に
よ
り
、
本
州
と
四
国
の
間
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
も
っ
て
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
国
民
経
済
の
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
法
人
格
）

第
二
　
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。）
は
、
法
人
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
事
務
所
）
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第
三
　
公
団
は
、
主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
に
置
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

2

公
団
は
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
必
要
な
他
に
従
た
る
事
務
所
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
資
本
金
）

第
四
　
公
団
の
資
本
金
は
、
二
億
円
と
政
令
で
定
め
る
地
方
公
共
団
体
が
公
団
の
設
立
に
際
し
出
資
す
る
額
の
合
　

計
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

2

政
府
は
、
公
団
の
設
立
に
際
し
、
前
項
の
二
億
円
を
出
資
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

3

公
団
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
そ
の
資
本
金
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

4

政
府
及
び
政
令
で
定
め
る
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
団
が
そ
の
資
本
金
を
増
加
す
る
と

き
は
、
公
団
に
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
管
理
委
員
会
）

第
五
　
公
団
に
、
委
員
七
人
及
び
公
団
の
総
裁
を
も
っ
て
組
織
す
る
管
理
委
員
会
を
置
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

2

公
団
の
事
業
計
画
、
予
算
及
び
資
金
計
画
並
び
に
決
算
は
、
委
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。
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3

委
員
は
、
建
設
大
臣
が
任
命
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

4

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
役
　
員
）

第
六
　
公
団
に
、
役
員
と
し
て
総
裁
一
人
、
副
総
裁
一
人
、
理
事
六
人
以
内
及
び
監
事
二
人
以
内
を
置
く
も
の
と

す
る
こ
と
。

2

総
裁
及
び
監
事
は
、
建
設
大
臣
が
任
命
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

3

副
総
裁
及
び
理
事
は
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
総
裁
が
任
命
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

4

役
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
業
務
の
範
囲
）

第
七
　
公
団
は
、
第
一
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
な
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

一
　
本
州
と
四
国
を
連
絡
す
る
有
料
の
一
般
国
道
の
新
設
、改
築
、維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
な
う
こ

と
。

二
　
本
州
と
四
国
を
連
絡
す
る
鉄
道
施
設
の
建
設
及
び
管
理
を
行
な
う
こ
と
。

三
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
建
設
し
た
鉄
道
施
設
を
有
償
で
日
本
国
有
鉄
道
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
。

四
　
第
一
号
の
道
路
又
は
第
二
号
の
鉄
道
施
設
に
係
る
災
害
復
旧
工
事
を
行
な
う
こ
と
。
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五
　
有
料
自
動
車
駐
車
場
の
建
設
及
び
管
理
を
行
な
う
こ
と
。

六
　
第
一
号
の
道
路
の
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
休
憩
所
、
給
油
所
、
そ
の
他
の
施
設
で
政

令
で
定
め
る
も
の
の
建
設
及
び
管
理
を
行
な
う
こ
と
。

七
　
前
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
な
う
こ
と
。

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
政
令
で
定
め

る
者
の
委
託
に
基
づ
き
、
長
大
橋
等
の
建
設
並
び
に
長
大
橋
に
関
す
る
調
査
、
設
計
等
の
業
務
を
行
な
う

こ
と
。

2

公
団
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
次
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

一
　
前
項
第
一
号
の
道
路
で
高
架
の
も
の
の
新
設
若
し
く
は
改
築
又
は
同
項
第
二
号
の
鉄
道
施
設
で
高
架
の

も
の
の
建
設
と
一
体
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
そ
の

他
の
施
設
（
以
下
「
事
務
所
等
」
と
い
う
。）
を
建
設
し
、
及
び
管
理
す
る
こ
と
。

二
　
委
託
に
基
づ
き
、
前
項
第
一
号
の
道
路
で
高
架
の
も
の
の
新
設
若
し
く
は
改
築
又
は
同
項
第
二
号
の
鉄

道
施
設
で
高
架
の
も
の
の
建
設
と
一
体
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
務
所
等

を
建
設
す
る
こ
と
。
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（
基
本
計
画
）

第
八
　
建
設
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
七
第
一
項
第
一
号
の
業
務
に
つ
き
基
本
計
画
を
定
め
、

こ
れ
を
公
団
に
指
示
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

2

運
輸
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
七
第
一
項
第
二
号
の
業
務
に
つ
き
基
本
計
画
を
定
め
、

こ
れ
を
公
団
に
指
示
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
工
事
実
施
計
画
）

第
九
　
公
団
は
、
第
七
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
業
務
を
行
な
お
う
と
す
る
と
き
は
、
第
八
の
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
工
事
実
施
計
画
を
作
成
し
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
鉄
道
施
設
の
利
用
料
の
額
の
基
準
）

第
十
　
公
団
が
第
七
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
鉄
道
施
設
を
利
用
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
利
用
料
の
額
の
基

準
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
業
務
方
法
書
）

第
十
一
　
公
団
は
、
業
務
開
始
の
際
、
業
務
方
法
書
を
作
成
し
、
運
輸
大
臣
及
び
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
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（
事
業
計
画
等
の
認
可
）

第
十
二
　
公
団
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
、
予
算
及
び
資
金
計
画
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の
開
始
前
に

建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
借
入
金
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
債
券
）

第
十
三
　
公
団
は
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
長
期
借
入
金
若
し
く
は
短
期
借
入
金
を
し
、
又
は
本
州
四
国

連
絡
橋
債
券
（
以
下
「
債
券
」
と
い
う
。）
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
債
務
保
証
）

第
十
四
　
政
府
は
、
法
人
に
対
す
る
政
府
の
財
政
援
助
の
制
限
に
関
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
公
団
の
長
期
借
入
金
又
は
債
券
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
保

証
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
監
　
督
）

第
十
五
　
公
団
は
、
主
務
大
臣
が
監
督
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

2

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
団
に
対
し
、
そ
の
業
務

に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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（
協
　
議
）

第
十
六
　
建
設
大
臣
は
、
総
裁
及
び
監
事
の
任
命
、
管
理
委
員
会
の
委
員
の
任
命
、
副
総
裁
及
び
理
事
の
任
命
の

際
の
認
可
、
従
た
る
事
務
所
の
設
置
の
認
可
、
資
本
金
増
加
の
認
可
、
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
及

び
資
金
計
画
の
認
可
、
長
期
借
入
金
若
し
く
は
短
期
借
入
金
の
借
入
又
は
債
券
の
発
行
の
認
可
等
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
運
輸
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
十
七
　
運
輸
大
臣
又
は
建
設
大
臣
は
、
業
務
方
法
書
の
認
可
、
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
及
び
資
金
計
　

画
の
認
可
、
長
期
借
入
金
若
し
く
は
短
期
借
入
金
の
借
入
又
は
債
券
の
発
行
の
認
可
等
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
大
蔵
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
主
務
大
臣
）

第
十
八
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
主
務
大
臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

一
　
役
員
及
び
職
員
並
び
に
財
務
及
び
会
計
そ
の
他
管
理
業
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
。

二
　
第
七
第
一
項
第
一
号
の
道
路
及
び
同
項
第
二
号
の
鉄
道
施
設
の
共
用
に
供
す
る
橋
そ
の
他
の
工
作
物
の

建
設
及
び
管
理
並
び
に
当
該
工
作
物
に
係
る
そ
の
他
の
業
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
運
輸
大
臣
及

び
建
設
大
臣
。

三
　
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
及
び
道
路
に
係
る
そ
の
他
の
業
務
に
関
す
る
事
項
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（
前
号
に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。）
に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
。

四
　
鉄
道
施
設
の
建
設
及
び
管
理
並
び
に
鉄
道
施
設
に
係
る
そ
の
他
の
業
務
に
関
す
る
事
項
（
第
二
号
に
規

定
す
る
事
項
を
除
く
。）
に
つ
い
て
は
、
運
輸
大
臣
。

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
九
　
不
動
産
登
記
法
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

公
団
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
関
係
法
律
の
改
正
）

第
二
十
　
運
輸
省
設
置
法
及
び
建
設
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
し
て
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
業
務
の
監
督
等
を

運
輸
省
及
び
建
設
省
の
所
掌
事
務
と
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
そ
の
他
の

関
係
法
律
の
所
要
の
改
正
を
行
な
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

政
府
は
、
本
法
案
の
提
出
理
由
の
説
明
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
る
。
即
ち
、
(イ)
近
時
わ
が
国
の
経

済
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
は
目
ざ
ま
し
い
が
、
尚
一
層
の
発
展
と
向
上
を
図
る
た
め
、
国
土
の
効
率
的
な
利

用
と
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
交
通
幹
線
の
整
備
を
図
り
、
開
発
の
可
能
性
を
全
国
土
に
拡
大
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
こ
と
　
(ロ)
道
路
及
び
鉄
道
の
連
絡
橋
を
通
し
て
本
州
と
四
国
を
一
体
と
す
る
総
合
的
な
開
発
を
熱
望
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す
る
声
は
年
を
追
っ
て
強
ま
っ
た
こ
と
　
(ハ)
政
府
と
関
係
機
関
は
、
こ
の
期
待
に
応
え
て
、
連
絡
橋
に
関
す
る
技

術
問
題
、
経
済
効
果
等
を
調
査
研
究
し
た
結
果
、
本
架
橋
は
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
こ
と

(ニ)
し
か
し
今
後
尚
多
く
の
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
新
た
に
わ
が
国
の
技
術

の
能
力
を
結
集
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
財
源
と
し
て
国
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
出
資
、
低
利
融
資
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
　
(ホ)
そ
の
た
め
連
絡
橋
の
建
設
と
管
理
に
専
念
し
、
総
合
的
且
つ
効
率
的
に
こ
れ
を
行
な
う
事
業
体

と
し
て
本
公
団
を
設
立
す
る
こ
と
に
し
た
と
し
て
お
る
。

本
公
団
が
昭
和
四
十
五
年
度
に
施
行
す
べ
き
事
業
に
必
要
な
資
金
は
、
十
三
億
五
千
万
円
を
予
定
し
て
お
る
が
、

日
本
道
路
公
団
に
計
上
さ
れ
て
お
る
六
億
円
と
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
計
上
さ
れ
て
お
る
五
億
円
が
、
新
公
団
に

移
管
さ
れ
る
か
ら
、
全
部
で
二
十
四
億
五
千
万
円
に
上
る
こ
と
に
な
る
。

本
公
団
は
、
富
樫
・
柴
田
正
副
総
裁
以
下
の
首
脳
人
事
と
ス
タ
ッ
フ
も
決
ま
り
、
予
定
通
り
、
昭
和
四
十
五
年

七
月
一
日
正
式
に
発
足
し
た
。
差
し
当
た
っ
て
の
任
務
は
各
ル
ー
ト
別
の
工
事
の
実
施
調
査
を
急
ぐ
こ
と
で
あ
る

が
、
私
は
、
そ
の
実
施
調
査
の
終
了
し
た
ル
ー
ト
か
ら
、
直
ち
に
架
橋
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
を
期
待
し
且
つ
確

信
し
て
お
る
。

（
昭
、
四
五
・
七
・
二
）
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